
磐梯町農業委員会８月定例会総会会議録 

 

１．開催日時 

 日時 令和４年８月１９日（金）午前９時００分 

 場所 磐梯町役場 大会議室 

 

２．委員定数 

   １７名 

 

３．本日の総会に出席した委員 

 会     長 １２番 加藤 健一 

会長職務代理者 １１番 田中 重博 

 委     員 

   ４番 前田 諭志   ５番 川井 信之   ６番 鈴木 勇一  

７番 遠藤 充孝   ８番 上野 庄市   ９番 田中  茂   

    １０番 佐藤 栄喜 

 農地利用最適化推進委員 

１番 卯月 宏次   ２番 鈴木 一功    ３番 鈴木 照喜       

４番 加藤 正己   ５番 鈴木 庄次 

   

 ４．本日の総会に欠席した委員 

 委     員 

   １番 金田 未樹   ２番 鈴木  翼      ３番 佐藤 栄祐  

 農地利用最適化推進委員 

   な し 

 

５．本会の総会に提案される議案は次のとおり 

 議案第６３号 農用地利用集積計画の承認について（利用権貸借） 

議案第６４号 農用地利用集積計画の承認について（一括方式） 

議案第６５号 農地等現況確認証明申請（非農地証明交付申請）の承認について 

議案第６６号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 

６．農業委員会事務局職員 

 事務局長 樋口 和博 

 農地係長 小川 克彦 

 



７．会議録 

議長 

本日、農業委員９名、農地利用最適化推進委員４名の出席により、磐梯町農業委員会総

会規約第７条に従い本総会が成立されたことを宣言いたします。 

 

議長 

日程第１ 会議録署名人を議席順に指名してよいかを諮り異議なし多数により、次の委員

を指名した。 

 議席  ４番 前田 諭志   委員 

 議席  ５番 川井 信之   委員 

 

議長 

日程第２ 諸般の報告について事務局に説明を求めます。 

事務局 

日程第２ 諸般の報告について資料に基づき朗読、経過報告を行った。 

 

議長 

日程第３ 議案第６３号 農用地利用集積計画の承認について（利用権貸借） 

事務局に説明を求めます。 

事務局 

日程第３ 議案第６３号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認に

ついて（利用権貸借）、農業経営基盤強化法第１８条第１項の規定により、下記農用地利

用集積計画の決定について意見を求める、令和４年８月１９日提出。 

まず、１番でございます。農地の所在は、大字〇〇字〇〇４６番外９筆 田 農振農用

地 １０筆面積合計は２２，７３９㎡ 新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇

の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作者）は〇〇の〇〇〇〇氏です。利用目的は

田、期間は１０年、１０アール当り賃借料は１１，０００円です。 

次に２番です。農地の所在は、大字〇〇字〇〇１４番 田 農振農用地 面積は６３９

㎡ 新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける

者（耕作者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は樹園地、期間は１０年、１０アール当り賃

借料は無償です。 

次に３番です。農地の所在は、大字〇〇字〇〇２４１３番 田 面積は４，１９１㎡ 

新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者

（耕作者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用目的は畑、期間は３年、１０アール当り賃借料は

３，２００円です。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 



議長 

ただいま事務局の説明が終わりましたが、質問、意見ございませんか。 

５番 川井 信之 委員 

２番についてですが、樹園地ということですが、何を作るのか。 

事務局 

そちらについては、ブドウの作付けをすると聞いております。 

議長 

他に質問等ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 

この議案について異議がないものと認め、議案第６３号 農用地利用集積計画の承認に

ついて（利用権貸借） 承認することに決定いたします。 

 

議長 

日程第４ 議案第６４号 農用地利用集積計画の承認について（一括方式） 

 事務局に説明を求めます。 

事務局 

日程第４ 議案第６４号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認に

ついて（一括方式）、農業経営基盤強化法第１８条第１項の規定により、下記農用地利用

集積計画の決定について意見を求める、令和４年８月１９日提出。 

まず、１番の申請地から説明申し上げます。 

農地の所在が、大字〇〇字〇〇９番外２筆 田 農振農用地、３筆面積合計は４，９９

２㎡、新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受け

る者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらは一括方式となります

ので、農地中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が

令和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、こちらは、使用貸

借でございます。 

次に２番です。 

大字〇〇字〇〇１９番外計２４筆 田１５筆、畑１０筆 ２５筆面積合計は２１，７０

９㎡、農振農用地で一部農振農用地外、新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇

の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏で

す。こちらも一括方式となりますので、農地中間管理機構が間に入りましての契約となり

ます。利用目的は田・畑、貸借期間が令和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日ま

での１０年５ヶ月、こちらも使用貸借になります。 

続いて３番です。 

大字〇〇字〇〇３６番外１筆 田 農振農用地、２筆面積合計は４，３４２㎡、新規設



定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は 8，

０００円の設定でございます。 

続いて４番です。 

大字〇〇字〇〇４７番外２筆 田 農振農用地、３筆面積合計は４，９０３㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，

０００円の設定でございます。 

続いて５番です。 

大字〇〇字〇〇４０番外６筆 田 農振農用地、７筆面積合計は１２，４８５㎡、新規

設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，

０００円の設定でございます。 

続いて６番です。 

大字〇〇字〇〇３１番外２筆 田 農振農用地、３筆面積合計は４，９６２㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は５，

０００円の設定でございます。 

続いて７番です。 

大字〇〇字〇〇３６－１番外６筆 田 農振農用地、７筆面積合計は４，１４０．３７

㎡、新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける

者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますの

で、農地中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令

和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借

料は８，０００円の設定でございます。 

続いて８番です。 

大字〇〇字〇〇１番外５筆 田 農振農用地、６筆面積合計は３，５０２㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作



者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，

０００円の設定でございます。 

続いて９番です。 

大字〇〇字〇〇６６番外１筆 田 農振農用地、２筆面積合計は３，０４８㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、こちらは使用貸借ということ

でございますが、現物で１０アール当り米６０ｋｇ１俵の契約となります。 

続いて１０番です。 

大字〇〇字〇〇７４番外３６筆 農振農用地で一部農振農用地外、田３０筆、畑７筆 

３７筆面積合計は５０，８７５㎡、新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇

〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。

こちらも一括方式となりますので、農地中間管理機構が間に入りましての契約となりま

す。利用目的は田・畑、貸借期間が令和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日まで

の１０年５ヶ月、こちらは、使用貸借でございます。 

続いて１１番です。 

大字〇〇字〇〇６６８２－１０６番外４筆 田 一部農振農用地、５筆面積合計は１，

５７３㎡、新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を

受ける者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となり

ますので、農地中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期

間が令和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、こちらも、使

用貸借でございます。 

続いて１２番です。 

大字〇〇字〇〇８７番外６筆 田 農振農用地、７筆面積合計は１０，２８１㎡、新規

設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、こちらは使用貸借ということ

でございますが、一部無償、一部１０アール当り米６０ｋｇの契約となります。 

続いて１３番です。 

大字〇〇字〇〇５３番外２筆 田 農振農用地、３筆面積合計は４，４６０㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地



中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は７，

０００円の設定でございます。 

続いて１４番です。 

大字〇〇字〇〇６番外８筆 田 農振農用地で一部農振農用地外、９筆面積合計は１

０，９１９㎡、新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設

定を受ける者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式と

なりますので、農地中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸

借期間が令和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アー

ル当り賃借料は８，０００円の設定でございます。 

続いて１５番です。 

大字〇〇字〇〇２８番外１７筆 田 農振農用地、１８筆面積合計は２８，１３１㎡、

新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者

（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますの

で、農地中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令

和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借

料は８，０００円の設定でございます。 

続いて１６番です。 

大字〇〇字〇〇４２－１番外１筆 田 農振農用地、２筆面積合計は５１９㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，

０００円の設定でございます。 

続いて１７番です。 

大字〇〇字〇〇１１番外６筆 田 農振農用地、７筆面積合計は８，３７６㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，

０００円の設定でございます。 

続いて１８番です。 

大字〇〇字〇〇４２番外１筆 田 農振農用地、２筆面積合計は２，７６５㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８



月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，

０００円の設定でございます。 

続いて１９番です。 

大字〇〇字〇〇９番外２筆 田 農振農用地、３筆面積合計は７，３４５㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，

０００円の設定でございます。 

続いて２０番です。 

大字〇〇字〇〇８４番外２筆 田 農振農用地、３筆面積合計は３，０２１㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、こちらは使用貸借ということ

でございますが、一部無償、一部１０アール当り米６０ｋｇの契約となります。 

続いて２１番です。 

大字〇〇字〇〇９０番 田 面積は５０８㎡、農振農用地、新規設定、利用権設定をす

る者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇

〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地中間管理機構が間に入

りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８月２０日から令和１４

年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，０００円の設定でござ

います。 

続いて２２番です。 

大字〇〇字〇〇７８番外３筆 田 農振農用地、４筆面積合計は９，１１０㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、こちらは、使用貸借になりま

す。 

続いて２３番です。 

大字〇〇字〇〇６０番外３筆 田 農振農用地、４筆面積合計は５，２４３㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，



０００円の設定でございます。 

続いて２４番です。 

大字〇〇字〇〇１２番外２筆 田 農振農用地、３筆面積合計は６，６１９㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、こちらは使用貸借ということ

でございますが、１０アール当り米６０ｋｇの契約となります。 

続いて２５番です。 

大字〇〇字〇〇９番外１筆 田 農振農用地、２筆面積合計は３，３３３㎡、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は７，

０００円の設定でございます。 

続いて２６番です。 

大字〇〇字〇〇８４番外１７筆 田１５筆、畑３筆 農振農用地で一部農振農用地外、

１８筆面積合計は２１，３０８．５０㎡、新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇

〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏

です。こちらも一括方式となりますので、農地中間管理機構が間に入りましての契約とな

ります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日まで

の１０年５ヶ月、こちらは、使用貸借になります。 

続いて２７番です。 

大字〇〇字〇〇６６８０－１９番外４９筆 田３４筆、畑１６筆 農振農用地で一部農

振農用地外、５０筆面積合計は４３，４１３．５２㎡、新規設定、利用権設定をする者

（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の

代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地中間管理機構が間に入りま

しての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８月２０日から令和１４年１

２月３１日までの１０年５ヶ月、こちらは、使用貸借になります。 

続いて２８番です。 

大字〇〇字〇〇６番外２筆 田 ３筆面積合計は４，５０２㎡、農振農用地、新規設

定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作

者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こちらも一括方式となりますので、農地

中間管理機構が間に入りましての契約となります。利用目的は田、貸借期間が令和４年８

月２０日から令和１４年１２月３１日までの１０年５ヶ月、１０アール当り賃借料は８，

０００円の設定でございます。 



続いて２９番です。 

大字〇〇字〇〇１２－１番外６筆 田６筆、畑１筆 農振農用地で一部農振農用地外、

７筆面積合計は１０，６０８㎡、新規設定、利用権設定をする者（所有者）は〇〇の〇〇

〇〇氏、利用権設定を受ける者（耕作者）は〇〇〇〇〇〇〇〇の代表〇〇〇〇氏です。こ

ちらも一括方式となりますので、農地中間管理機構が間に入りましての契約となります。

利用目的は田・畑、貸借期間が令和４年８月２０日から令和１４年１２月３１日までの１

０年５ヶ月、こちらは使用貸借ということでございますが、一部無償、一部１０アール当

り米６０ｋｇの契約となります。 

なお、今回の契約に当たっては、○○○○○○○○の設立に伴って、農地中間管理機構

を通して利用集積をするという内容であります。一部使用貸借ということで、構成員また

はその家族の方については無償であるということです。それ以外の方も、一部無償又は現

物という契約になっておりますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 

ただいま事務局の説明が終わりましたが、質問、意見ございませんか。 

５番 川井 信之 委員 

資料の中で賃借料が空欄になっているがどういうことなのか。 

事務局 

今回は、○○○○○○○○の法人の構成員とその家族については賃借料を定めないで使

用貸借という形をとっているようです。また、他の使用貸借の契約者についても、本来で

あれば農地中間管理機構を通しての賃貸借契約になりますので賃借料を設定するところで

ありますが、以前から無償で貸付けしている農地と米６０ｋｇで現物での貸付けとしてい

る農地になっているため、賃貸借ではなく使用貸借のため空欄となっています。 

議長 

他に質問ございませんか。 

１１番 田中 重博 委員 

集積されることは良いと思うんですが、当事者間の問題だけではなくて、水路、農道の

問題、草刈り等について、地域と協調しながら行ってほしいと思いますが、最近見ている

と機械がどんどん大きくなってきているから、境界ギリギリまでうなってしまって、周り

の人が気を遣っていることもあるようだ。当事者間ではこれで良いが、ぜひ地域と協調す

ることを役場の方から繋いでほしいと思いますが、その辺は注意してほしいと思いますの

でよろしくお願いします。 

事務局 

今回契約した農地については、以前から相対で耕作していた農地なのでその点について

は大丈夫かなと思います。今回は、○○○○○○○○の法人設立に伴っての利用権設定契

約について整理してところでありますので、以前から使っているという部分では十分注意

していると思いますが、こちらの方でも口頭でも伝える機会あれば伝えていきたいと思い



ます。 

議長 

他に質問ございませんか。 

１０番 佐藤 栄喜 委員 

今回２５０筆くらいあるようだが、その中で耕作されていない土地はどのくらいの割合

でありますか。 

事務局 

田については町に提出されている営農計画書に基づいた農地で確認しておりまして耕作

放棄地はないということで、畑については現地については全て確認できておりませんが、

そば等の作付けをしている農地ということで認識をしております。 

議長 

他に質問ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 

この議案について異議がないものと認め、議案第６４号 農用地利用集積計画の承認に

ついて（一括方式） 承認することに決定いたします。 

 

議長 

日程第５ 議案第６５号 農地等現況確認証明申請（非農地証明交付申請）の承認 

について 事務局に説明を求めます。 

事務局 

日程第５ 議案第６５号 非農地証明交付申請の承認について、令和４年８月１９日提

出。１件でございます。 

農地の所在でありますが、大字〇〇字〇〇６６５９－９０番地 地目が畑 面積が６，

０１４㎡であります。権利種別が非農地証明でございます。所有者は〇〇の〇〇〇〇氏か

ら申請が出されておりまして、非農地の事由は現況及び申請書の経過等により非農地と判

断です。 

申請書でございますが、タブレットをご覧下さい。 

こちらに現況確認証明確認書があります。８月９日に現況確認調査員の遠藤充孝委員、

上野庄市委員、田中茂委員と事務局で現地の確認をしております。その際に土地所有者で

ある申請人の立会いもいただいたとこところです。申請人は先ほど申し上げました○○○

○さんでございます。申請地の所在、面積等が記載されております。３ページからが○○

○○さんから提出された申請書になります。 

次のページが土地の所在であります。位置図がありまして、○○集落の西で○○○地区

の東側でその間になります。下の道路が県道になりまして、現地に向かう途中で申請者が

以前住んでいた母屋がございまして、今回の申請値はその周辺で登記地目が畑になってい



たということであります。次のページからは法務局の登記簿謄本がございます。こちらで

は地番、地積、所有者が確認できるかと思います。次に現況写真が添付されております

が、すでに山林化している状況であります。次が法務局備え付けの公図の写しが添付され

ておりますので確認いただきたいと思います。その次が現況写真でございまして、山林と

なっているのがわかると思います。最後に非農地化した経過で、○○○区長さんから証明

をいただいておりまして、昭和６０年ころからおおむね３５年以上耕作されていないとい

うことでございます。 

以上で説明を終わりますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 

ここで、紹介委員の上野 庄市 委員より説明を求めます。 

８番 上野 庄市 委員 

ただ今、事務局より説明のあったとおりですが、８月９日に遠藤委員、田中委員と私、

樋口事務局長と小川係長で現況確認をしてまいりました。前回の別件の際に見ている現地

でございまして、○○地区に行く途中にあるスキーレンタルの裏手になります。その道を

上がっていくと民家がありまして、周辺は山林原野となっていて、非農地であるという判

断をしましたので、ご審議のほどお願いいたします。 

議長 

ただいま、事務局並びに調査員からの説明が終わりましたが、質問、意見ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

議長 

この議案について異議がないものと認め、議案第６５号 農地等現況確認証明申請（非

農地証明交付申請）の承認について 承認することに決定いたします。 

 

議長 

日程第６ 議案第６６号 農地法第３条の規定による許可申請について 

事務局に説明を求めます。 

事務局 

日程第６ 議案第６６号 農地法第３条の規定による許可申請について、農地法第３条

の規定により、下記農地の申請があったので意見を求める、令和４年８月１９日提出。 

農地の所在でございますが、大字〇〇字〇〇９８番、地目は畑、農振農用地、面積は

５，６７４㎡、権利種別が３条無償移転でございます。譲渡人が〇〇の〇〇〇〇氏外１名

で○○地区の方の相続を受けた方でございます。譲受人が〇〇の〇〇〇〇氏です。 

次に、申請書の説明をいたしますのでタブレットをご覧下さい。まず、申請書が今回の

譲渡人と譲受人から提出されておりまして、今回所有権の無償移転の申請ということであ

ります。相続を受けた方のほうで耕作ができないということで、同じ地区の方に耕作をお



願いしたいということで話がまとまりまして、無償での所有権移転ということでありま

す。譲受人の機械の所有状況等については記載のとおりでございます。次ページで権利取

得後の農地の面積ということで、譲受人が２９，４０５㎡になるということで下限面積を

クリアしているということが確認できると思います。次に法務局の登記簿謄本で面積、現

在の所有者等確認できると思います。次に法務局備え付けの公図の写し添付してあります

ので、ご確認下さい。位置図、現況写真、住宅地も含めた地図が添付してございます。現

況が樹園地ということになっておりまして、今後譲受人はブドウの栽培を予定していると

いうことであります。 

以上で説明を終わりますので、ご審議よろしくお願いいたします。 

 

議長 

それでは、紹介委員の田中 茂 委員より説明を求めます。 

９番 田中 茂 委員 

ただ今、事務局より説明のあったとおりですが、８月９日に事務局と現地の確認をして

きました。写真を見ていただくとわかると思いますが、以前は亡くなった○○○さんがリ

ンゴを栽培していました。譲受人は認定農業者でもあり、ブドウ栽培を行うということで

ありますので、地区としても荒廃農地を増やさないという意味でも良いと思いますし、特

に問題はないと判断できますので、ご審議のほどお願いいたします。 

議長 

議案第５６号 農地法第３条の規定による許可申請について 質問・意見ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

議長 

以上について、質問・意見無く、採決を諮り、異議なし多数のため、議案第５６号 農

地法第３条の規定による許可申請について 承認することに決定いたしました。 

 

議長 

日程第７ その他 １．今後の日程及び参加者について 事務局に説明を求めます。 

事務局 

１．今後の日程及び参加者についてですが、・・・・・・・次回定例会については、９

月２１日を予定しておりますので委員の皆様は日程の調整をお願いいたします。 

また、資料に記載はありませんでしたが、８月３日・４日の大雨被害についてご説明い

たします。こちらは、・・・・・・の被害状況でありました。 

事務局 

まず、農地パトロールの実施についてですが、８月２３日から２６日までの期間で行っ

ていく予定ですのでよろしくお願いいたします。 



２点目は、そば転作確認現地調査についてですが、８月２９日から９月１日までの期間

で行っていく予定ですので、よろしくお願いいたします。  

３点目は、令和４年度農業委員・農地利用最適化推進委員研修会が８月３０日に開催さ

れます。こちらについては、コロナウイルス感染予防により５名の参加となりますので、

日程調整よろしくお願いいたします。 

以上です。 

議長 

事務局からの説明が終わりましたが、質問・意見ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長 

日程第７ その他 １．今後の日程及び参加者については異議がないものと認め、承認

することといたします。 

 

議長 

その他 事務局からこれ以外で何かございませんか。 

事務局 

では、私の方から２点ほど説明申し上げます。 

１点目は、農業委員会の視察研修でございます。今回、旅行工程の見積書をお渡ししま

したので日程の方を決定していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。今、事

務局で検討しているのが１１月１６日から１８日までの２泊３日で予定していますので、

皆さんの参加について調整願います。 

２点目が、町の農業法人設立に向けて、以前行いましたポケマル第２回研修会が９月上

旬に開催される予定ですので、農業委員の皆さんにぜひ出席いただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。 

以上ですのでよろしくお願いします。 

議長 

その他 これ以外で委員の皆さんからご意見何かございませんか。 

８番 上野 庄市 委員 

以前行った地区懇談会で、地区から出た質問について町から回答があったが、条件の悪

い田は高収益作物を作って下さいということでいいんですよね。 

事務局 

はい。 

８番 上野 庄市 委員 

はい。わかりました。 

事務局 

ひとつは、○○町のように受益者負担なしでの基盤整備のお話だと思います。その事業



に取り組むに当たっては、地区の人・農地プランの実質化が必須であります。その地区の

考え方がベースにあって、基盤整備をするのであれば、５町歩・１０町歩くらいの規模で

もこれが必要であって、条件として２割以上の収益アップが必要となります。そのため、

今までと同じでは無理なので、そこに園芸作物にする等しなければできないということに

なっています。以前の基盤整備とは違って、今は収益力も上げていかないと事業にも取り

組めないですという風に変わってきています。○○町は農地中間管理事業を通して利用集

積を行うことで地域集積協力金が国・県から交付されるので、それを活用してやれば受益

者負担がなしで整備ができるということだと思います。 

 

議長 

他に、質問・意見ございませんか。 

（質疑ありませんので）以上で、本会議を閉会といたします。ありがとうございました。 

定例会閉会時間  午前１０時４０分 

本委員会定例総会の内容を記録し、相違ないことを証明するために議長及び議事録署名

人はここに署名する。 
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